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ベトナムの首都ハノイの経済活動における商民俗とコミュニティ形成
一旧市街ハンホム通りの「掛売り」をめぐる都市人類学-
長坂康代※
The writer first intends to describe and analyze active popular economies realized in habitualized com-
mercial folklore of street people using frequent and usual credit sales and purchases. By this explanation， 
the writer secondly intends to analyze that Doimoi economic open policy has already penetTated into stTeet 
corner economy including not only economic activities of middle c1ass but also those of lower day laborers 
or those of people coming from village area. And finally， the writer proves that urban street culture based 
on community behaviors has become media with which community people have got accustomed to new 
gigantic capitalistic flow raised by open economy policy of government and at the same time， with the 
vice-verse direction， these habitual commercial activities by community people has functioned to fornl 
community organizations and to strengthen the social tie and network in street community. 
1. はじめに
「工業化・近代化jのドイモイ(刷新)政策は、ベトナムの市場経済を開放した O ドイモイ
政策、村落の農業合作社ドイモイ政策以降の変容、現在のベトナム経済に関しては、既存の研
究が多数ある。市場と流通については、プラスチック産業を事例にしたホーチミン市の企業へ
の調査lがあるが、社会主義色の強い首都ハノイで、民間の個人経営の);5'舗による掛売りの現状
を明らかにしたのは、本稿が初めてである。
調査者はこれまで、ベトナムの首都ハノイのストリート文化の総合的な考察を目的に、ハン
ホム通りの綱堂「ハピ亭jの研究を進め、ハピ亭のもつ宗教構造、次いで庖主の付き合いの場
としての亭の社会構造などを解明した(長坂:2008a.2008b.2009)20本稿では、ハンホム通り 14番
の塗料販売庖を中心に、卸売業者、会社、同業者庖舗との取引の実態の具体的分析から、都市
民衆の生活行動の経済人類学的考察を行う O 民衆生活に根を据えた商業活動を分析し、都市の
社会生活を考察することで、 ドイモイ政策以降のハノイ市民の経済実態を、民衆生活の視点か
ら解明する O ハンホム通りをはじめとして、ストリートにおける信用取引が、現在当たり前の
ように商習慣化している O よって、これを一応「商民俗」と呼んでおく。
2.ハンホム通りについて
ハンホム通りは、ハピ村出身者によって築かれた、漆を用いた木工芸の通りであった。 1947年
※名古屋大学大学院国l際開発研究科博士課程
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の抗仏戦争で大幅に居住者が入れ替わって以降、他村から新住民が転入してくるが、塗料販売
をする者も多く、人が変わっても大きな職業変換はない。土産物屋が増えているが、漆工芸品
や木製小物、絵画を扱っている庖が多いのも、これまでの技術を活用できる類似の技術や職業
にゆるくシフトしているからである。これまでとの類似性、共通性、連続性を保持しながら、
通りの職業が変化し、ニューカマーも通りに合わせて変化しているのは、 ドイモイ政策以降の
急激な変化に通りの人びとが適J与しているものといえる口
2-1現在の庖舗状況
現在、ハンホム通りには59庖舗が粁を連ねている。そのうち、 29庖舗が塗料関連販売の庖であ
るが、 9番と24番、 27番と34番は経営者が同じで、 9番は有限責任会社(以下、有限会社と記す)
である九塗料j苫舗以外は、ホテJレ4J苫告iIi、土産物販売11古舗と、観光に関連するj吉が目立つ。
年々、観光化が進んでいるものの、ハンホム通りの約半分は、塗料j苫である(図l参照)0 貸!古舗
の大半は、土産物屋や旅行代理j苫で、あるが、塗料J;5を営むところもある o 8番出身の、今年39歳
の女性は、 20年ほど前に結婚して15番の中2階を買い、塗料j苫を営むためにllB番を借り、 2006年
には塗料販売庖だった14番を借りて、そこに庖舗を移した経緯がある。また、 2006年に、 40番の
l階で営んでいた塗料販売応を分割して、 40B番で営んでいた広告作成の製造販売庖が、 2008年に
は塗料販売広になっている O 調査者が把握しているだけでも、 2・3・4・7・8・llA. 13B . 17・
19・22・34. 36・40・48番は、親子2世代で塗料販売に従事している O ハンホム通りを象徴する
|一ハピ亭Jも、通りの結節地点として祖先崇拝の宗教機能を保持しつつ塗料販売庖主たちの情報
交換の場としての社会機能が、塗料販売の通りとしてのハンホム通りを支えている O
2-2. };s~m内の状況
塗料販売j苫では、経営者、家族従業員、雇われ従業員が働いている O 庖内には経理の机とj苫
主の椅子が置かれ、販売商品が並んでいる O ペンキ缶、刷毛、サンドペーパーなどのほか、ガ
ソリンやアセトン(溶剤)、ニトログリセリン(修化剤)、ポリウレタン(高機能樹脂)やニト
ロセルロース(合成樹脂)といった化学物質、セロテープ、内装のパテ、車の塗装用ワックス
やシート用ワックスなどを扱う。それらの製造元は、塗科缶の場合ベトナム、タイ、台湾と多
国籍である。サンドペーパーは日本、韓国製もある O オーストラリア製の潤滑油もあり、品数
は豊富であるため、客は予算に応じて選択できる。路上には、運搬のためのバイク、化学物質
の入った缶が並び、従業員が!苫舗前で液体塗料や化学薬品の詰め替えを行うので、路上は作業
の場にもなる口このような応は、商品の大量仕入れで在1売りもし、小分けして個人への小売り
もする、塗料関連の販売業である。
14番の営業時間は7時から18時であるo 現在は、庖主の30代女性のほか、 50代の庖主の姉、 j苗
主が};sを興した当初jから勤める40代女性の従業員、前男性従業員に代わって2008年3月から勤め
る30代の女性従業員の計4名が働いている O ときには、大学生になった庖主の長女が庖番をする
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図 1 ハンホム通りの庖舗状況 (2009年2月)
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ハビ手;
こともあるが、人手不足や男手が必要なときは、チョーハン(荷物運搬バイク)や近隣の庖の
販売員に臨時報酬を渡して仕事を頼むこともある c また、今はチョーハンとしてハンホム通り
で働く、 20代の元男性従業員も手伝うこともある。従業員は日給で、その金額は経歴や働きぶり
によって異なる O 近年のハノイの物価上昇もあり、 40代女性の日給は、 2007年50，000ドン(キ250
円)、 2008年に60，000ドンから70，000ドンへと上がっている。親族の伝手で出稼ぎにきたは、かりの
20代前半の男性は、 2008年に30.000ドンであったが、民間の職業紹介センターを通して、 20代男
性と交代した30代の新従業員の女性は、市場での犬肉の販売や事務員としての経歴を考慮、されて、
50，000ドンから60，000ドンに上がった九 14番の!苫主は、販売員のことを「気楽な仕事Jというが、
販売員とはいえ、化学物質の詰め替えや、搬入・搬出の手伝いといったリスクや重労働を伴う
仕事なため、肉体的な負担が大きい。従業員は近隣省からの出稼ぎ労働者であるが、販売貝に
不向きな性格なために辞めさせたり、雇用者と被雇用者の経済格差に嫌気がさして販売員が自
ら辞めるなど、近年は、定着した従業員がおらず、頻繁に臨時の従業員に頼むことが多いのが
現状である O
3.仕入れ先との掛売り
次に、 14番がどのように商品を仕入れているのか、商品を現金で即納するのではなく、数字だ
けが行き来する、仕入れ先との「掛売りの実態Jについて述べよう。
3-1. 家内~JIj手工業者と 14番
14番には、ほぼ毎日、 50代の女性フエが出入りしている o フエの自宅は、ハノイから23kmの
ハタイ (HaTay)省ゴックホア (NgQcHoa)村にある。樹脂を原料として用いたカインキエン
(凶nhkien) と1乎ぶ琉泊色の薄片を、すべて手作業で製造し、卸売をしている50 フエの夫が中心
となって、フエ、長男、次男、近所の女性が従業員として作業にあたる、家内制手工業である O
1979jfから1986年までの10年間は、夫が販売員 (banhang) としてハンホム通りに出入りし、注
文を受けていたが、子育てが終わって、フエに交代して20年経ったo 14番も、 1998年にj苫を開い
てからの顧客である D ほかの顧客は、ハンホム通り4番 .8番と、旧市街内のローゼン通り 16番で
ある九フエは、毎日早朝5時に注文の荷を持って家を出て、 50，000ドンを支払って幹線道路でト
ラックの荷台に乗り、旧市街付近でセーオム(バイクタクシー)に乗って、 6時過ぎにハンホム
通りに到着する o その日に搬入がなくても、得意先を回って、朝の掃除やj苫番、庖主や!苫員の
出前やときには昼食の支度も手伝う。この合間に次の注文を受けたり、未収金を回収したりす
るo 11時前に通りを出て、パスを乗り継いで計1，000ドンを支払い、正午過ぎに自宅に帰る O
カインキエンの製造作業は注文の量によるが、午前と午後に分けて行われる。固形の樹脂を十
分溶かして漉したあと、容器の上で、溶かした石蝋を入れ、さらに樹脂を注ぎ込む。熱いうちに
全員で輸になって樹脂の入った容器を阻み、薄く延ばして広げて薄片をつくる。全工程で1時間
以上かかるので、]回の作業で~15kgをつくるのに、午前4回、午後4回行うのが精一杯である O 近
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隣女性に半日3時間で15，000ドンを支払って頼むが、入手不足や煩忙なときは、同じ村に嫁いで
近所に住む長女をl呼んで、作業の手伝いをさせることもある。この天然、樹脂カインキエンは、
安価でまだまだ多くの需要があるが、近年は都市部を中心に、化学樹脂の輸入や販売もされる
ようになり、いつまで続けられるのかという不安ーもある。また、重労働で負担も大きいので、
少しでも早く家計が楽になるようにと 、フ工夫妻が30年近く前からよく知っていて、海外で労働
するのに伝手のある16番の家主に、次男が日本で働けるようにしてほしいと頼み込んだ。そして、
次男は、日本へ研修生として送り出され、 2008年2月からの3年間、愛知県大府市内の自動車工場
で働 くことが決まっt.:o
表lは、フエが常に持ち歩く覚書:き l阪の一部を元に作成したもので、 14番の2007年3月1日から6
月14日までの仕入れ状況を示している7口毎日14番に出入りするフエに、 14番は頻繁に品物(カ
インキエン)を依頼しているが、その問に14番が支払ったのは、 5月3日500，000ドンである。6月
16日までの総額10，415，000ドンから500，000ドンを引くと、残金は5，415，000ドンになる。14番は、 6
月16日に3，415，∞0ドンを支払ったので、フエの未収金は2，0∞，0∞ドンになった (表1参H{n。
このように、街の塗料販売庖による村の塗料製造者からの粉塗料仕入れは、いつも進行形の
「掛売り」である O
3-2.仕入れ先企業と14番
表2の卸売会社は、ホーチミン市にある有限会社のT社である。 14番はガソリン、ニトロセル
ロース、硬固剤、屋外塗料などの化学物質を仕入れている。仕入先会社の経理担当者は1カ月に
数回、 14番に顔を出すD 仕入先会社の経理担当者は1カ月に数回、 14番に顔を出して)6内で茶を
飲み雑談し、時には14番前にバイクを置いて買い物に出かけるほど、懇意に付き合っている o 表
表1 仕入れ先と 14番の掛け売り (2007年)
日付 数量 品名 日付 数量 品名 金額 d(ドン)
3/1 5kg Ml 5110 20kg T San 
3/2 5kg T San 5/15 2kg San La 
317 5kg T San 5kg T San 
3/l7 5kg T San 511 7 10kg San La 
3121 5kg T San 5128 5kg 恥fl
3/22 5kg T San 5/30 15kg T San 
417 10kg M2 6/2 5kg T San 
4/14 20kg San La 6/6 20kg TSσn 
4/20 50kg T San 6/14 5kg T San 
4122 5kg T San 5/3 支払 500，000 
5kg Ml 総計 6116まで 10，415，000 
4124 15kg TSan 2007/5/3 清算① -5，000，000 
5/6 5kg TSan 残金① 5，415，000 
517 5kg T San 清算② -3，415，000 
5/8 10kg TSan 残金② 2，000，000 
L 
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2では、 14番からT社への、 6月10日以前の未清算が306，612，000ドンある o 6月10日、 6月15日、 7月
10日、 7月16日に、各50ω0.0∞ドンずつ、計200，0∞，000ドンの支払いをしているが、 7月21日時点
でも残金は136，372，∞0ドンある。その後も、 14番はT社から買い付けをし、 8月29日には、残金が
217，066，000ドンになったo 14番は不定期に50，000，000ドン清算しているが、多額の未払金がある
(表2参照)。
このように、販売庖が卸売会社から商品を信用取引で仕入れていることが判明する。
4.客との取引
ハンホム通りに来る個人客は、家の改築や増築のための修繕を自分で行う人や、修繕は業者
に頼むが、材料は自分で購入するという人が多い。しかし、旧市街を中心に路上を歩いて女性
にネイルアートを施すことを職業としている、フンイェン (Hu'ngYen)省からの出稼ぎの20代
女性は、時折14番を訪れ、ベンジンを50白11のペットボトルに詰め替えてもらい、 12，000ドンで購
表2 仕入れ先と14番の掛売り (2008年)
日付 品名 量 単価 i1コL舌lH. 清算 残金 d
繰越 306，612，000 
6/10 消算 50，000，000 256，612，000 
6116 消算 50，000，000 206，612，000 
7110 硬岡剤 65% 480 62，000 29，760，000 236，372，000 
7116 清算 50，000，000 186，372，000 
7/21 消算 50，000，000 136，372，000 
ガソリン 5 I 3，880，000 19，400，000 155，772，000 
7125 色缶L1 80 85，000 6，800，000 162，572，000 
色缶 L2 80 70，000 5，600，000 168，172，000 
8/2 硬岡剤 65% 480 63，000 30，240，000 198，412，000 
8/4 ニトロセノレロー ス 250 27，000 6，750，000 205，162，000 
ニトロセルロー ス
100 28，000 2，800，000 207.962.000 
(赤蓋)
色缶 L2 40 70，000 2，800，000 210，762，000 
8/5 色缶L1 100 85，000 8，500，000 219，262，000 
繰越 216，262，000 
8/22 
ニトロセノレロー ス
250 28，000 7，000，000 133，262，000 (赤蓋)
8/24 硬固剤 65% 464 61，000 28，304，000 
砂粒下地塗料205 280 365，000 10，220，000 
屋外光沢剤 160 60，000 9，600，000 
屋外硬困剤 160 98，000 15，680，000 
合計 63，804，000 197，066，000 
8/27 
ニトロセノレロー ス
250 28，000 7，000，000 (赤蓋)
ニトロセルロー ス 250 26，000 6，500，000 
合計 13，500，000 210，566，000 
8/29 ニトロセルロー ス 250 26，000 6，500，000 217，066，000 
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入する。 20代の女性2名は、花嫁の化粧に用いる装飾用のラメの粉 (kimtuyen) を自分の爪の装
飾に使うために、 11番で金と赤色を購入していった。性別jを問わず幅広い年齢層が、目的のモノ
を購入するためにハンホム通りを訪れている D
4.1 会社との取引
14番は月末が近づくと、税金(売上の10%) の支払いのために、会社との取引を記した「商売
領収書J を作り、さらにそれを元にして「商売日記 (sÔnh~t k~T ban hang)を記入する O 商売日記
とは、財政省発行のノートで、税関の体認がはいっている。その資料の一部をもとに、作成し
たのが表3である。 2004年5月から2005年4月までの場合、 14番は、のべ62社、 141問、総額
505，307，160ドンの取引を行っている D 毎月の売上合計額は、平均40，000，000ドンである D 建設やセ
メントなどベトナムの工業株式会社だけではなく、日系企業や民芸品制作会社、銀行との取引
もある O このl年で多かったのは、ハノイの北部に位置するクアンニン (QuangNinh)省にある
美術工芸の株式会社(て社)の15回、食品機材の株式会社(と社)の13回、プラスチック工場
(ケ社)の11回で、日系ゼネコン企業(の社・ほ社)は、 3@、1@であった(表3参照)。
このように、ハンホム通りの販売庖は、多業種・多国籍の企業と取引があることがわかるo
表 3 14番の取引会社 (W商売日記』を基に作成)
日付 会社 売上額(d) 日付 会社 売上額(d) 日付
iZコhZ• 
売上額(d)
社
5/25 サ 8，000，000 9/1 み 570，000 12/17 ん
5/25 二工 5，250，000 9/2 タ 1，425，000 12/28 ろ 8.580.000 
5/26 サ 816，120 9/4 ア 670.000 合計額 57，760，000 
5/26 と 300，000 9/5 て 1，140，000 112 ケ 1，600，000 
5/26 や 3，990，000 9/8 を 1，275，000 114 ち 1，300，000 
5/27 と 5，415，000 9/9 あ 500，000 1/4 て 864，000 
5/31 そ 15，307，000 9/12 ふ 800，000 1/5 と 600，000 
合計額 39.078.000 9/15 せ 1，180，000 118 ソ 5，620，000 
611 そ 2，156，000 9/16 せ 10.880.000 119 め 660，000 
6/2 と 1，794，000 9/19 み 600.000 1111 ぬ 6.800.000 
612 ら 1，030，000 9/21 ウ 1，468，000 1/15 て 13，200，000 I 
6/4 ケ 3，900，000 9/25 ケ 2，968，000 1118 て 660，00~J 
6/5 や 4，200，000 9/28 と 4，960，000 1/20 ケ 350，000 
617 と 1，460，000 9/30 も 16，700，000 1124 た 2，160，000 
6110 た 4，806，000 合計額 40.136.000 1128 ク 3，734，500 I 
6111 え 700，000 1012 ソ 10，100，000 合計額 37，548，500 
6/13 450，000 10/4 よ 1.140.000 2/1 ほ 1，010，000 
6115 て 4，110，000 1015 ほ 3，886，000 2/4 り 3，020，000 I 
-61-
6120 て 5.945.000 10/6 た 1，152，000 2/5 む 212，000 
6123 オ 180，000 10/8 iま 1，000，000 2/8 や 1，172，000 
6126 J¥、 600，000 10/10 ケ 456，000 2/14 ケ 18，065，000 
6/30 て 5，270，000 10/11 み 660，000 2/20 そ 8，850，000 
合計額 36，601，000 10/12 を 1，918，000 2/28 そ 2，400，000 
7/1 ぐ〉 4，400，000 10/14 さ 2，280，000 合計額 34，729，000 I 
7/3 1.050.000 10/17 ソ 6，600，000 3/2 て 6，000，000 I 
7/6 し 3，530，000 10120 そ 700.000 3/7 て 10，095，000 
7/10 セ 3.549.000 10/24 そ 1，295，000 3/14 て 1，175，000 I 
7/11 す 2，400，000 10/28 ん 415.000 3/14 ウ 451，000 
7/15 ぐ〉 4，270，000 10/30 も 1，170，000 3/15 ワ 1，296，000 
7/18 
、戸
3，840，000 合計額 39，072，000 3116 ケ 800，000 、-
7120 ソ 3，900，000 1111 と 3，560，000 3/17 や 1，115，000 
7123 か 785，000 11/3 め 12，462，000 3117 と 1，500，000 
7125 キ 1，000，000 11/5 タ 624.000 3119 ケ 936，000 
7126 J、 450，000 1 1/6 て 1，512，000 3122 ひ 980，000 
7128 ま 1，900，000 1/7 カ 660.000 3/25 と 1，000，000 
7129 サ 2，725，000 11/8 ね 1，140，000 3127 や 480，000 
7/31 コニ 7，675，000 11/12 ケ 4，500，000 3/30 と 4，000，000 
合計額 39，474，000 11/14 お 465.000 3/31 ひ 6，304，500 
8/1 き 5，000，000 11/15 し、 350，000 3/31 と 3，951，000 
8/3 ぐ〉 1，300，000 11/18 み 660，000 合計額 36，063，500 
8/5 く 1，520，000 11/20 ごI 6，050，000 411 も 810.000 
8/6 れ 1，171，600 11/22 と 660，000 4/5 ア 4，597，500 
8/8 な '784，000 11/23 わ 600，000 4/6 ひ 1，080，000 
8/9 H 4，996，940 11124 ワ 1，017，000 4110 ゆ 400，000 
8/12 ス 816，000 11/29 ワ 4，450，000 4112 ケ 1，000，000 
8115 て 570，000 合計額 38，710，000 4/15 て 1，400，000 
8/16 -c 400，000 1211 て 360，000 4/17 る 1，265，000 
8117 ほ 685，000 12/4 と 2.850.000 4/24 ク 620，000 
8/19 イ 6，593，000 12/7 の 11，590，000 4126 そ 17，476，000 
8/30 フ 14，500，000 12/11 シ 42，000，000 4129 ウ 11，950，000 
合計額 36，816，000 12113 ケ 960，000 合計額 405，985，000 
-62-
4‘2. 顧客の会社との掛売り
14番は、J1[J現金での取引以外に、希望があれば掛売りを行う。市販のノートで陥Il売りJ(ban 
buon) I阪を作る。会社の買付け担当が14番に来て品を頼むと、 14番は)苫主の机に入れてある卸売
り!阪を出して、日付、品名、数量、金額を記し、荷詰めを行う。この閥、買付け担当は、茶を
飲んだり菓子を食べたり、雑談をして待っている。
表4は、ハタイ省にあるP社の例である o P社は14番で、 6月5日に7.983.000ドン分の品を購入し
ている D 未払が1，400，000ドンあるので、未払総額は9，383，000ドンになるが、当日に6，000，000ドン
を支払い、 5日までの未払総額は3，383，000ドンになったo 18日は、 9，363，000ドン分の購入をした。
累計で未払額は12，746，000ドンだが、当日8，000，000ドン支払い、未払は4，746，000ドンになった。 6
個の液体容器を返却して、 120，000ドン値引かれ4，626，000ドンになったが、 502というボトル(単
価22，000ドン)10本、計220，000ドンを記入し忘れ、最終的なP社の未払額は4，846，∞0ドンであった。
24日には1，300，000ドン分を購入して、未払額が計6，146，0ω ドンになったが、主主25日に2，∞0，000ドン
を清算したので、未払額は4，146，000ドンになった。 P社は、 14番で購入のたびに清算するが、常
表 4 顧客P社との掛売りの状況 (2006年)
日付 品名 単価 金額(d) lヨ付 品名 単もIli 金制(d)
6/5 ガソリン 3，340，000 艇|胡斉IJ 39，000 1，248，000 
接着剤小 355，000 光沢斉IJ 50，000 800，000 
接着剤 590，000 ニトロセノレロース 20，000 500，000 
下地塗料 24，000 600，000 下地塗料 24，000 600，000 
ニトロセルロー
20，000 500，000 悶化剤(ボトル) 5，000 50，000 ス
商業用光沢剤 25，000 400，000 エポキシ系樹脂1 850，000 
木工塗料 130，000 390，000 固化剤 200，000 
硬国邦l 38，000 608，000 小計 9，363，000 
光沢邦IJ OK1 40，000 600，00 未払 3，383，000 
ボトル缶 LX干上 60，000 300，000 合計 12，746，000 
接着剤 TQ社 34，000 170，000 清算 -8，000，000 I 
小言十 7，853，000 残金 4，746，000 -j
白返却+青返却 130，000 缶返却 -120，000 
iロLヨロ+ 7，983，000 残金 4，626，000 
未払 1，400，000 間違い 220，000 
総計 9，383，000 最終残金 4，846，000 
清算 -6，000，000 6/24 光沢剤(安め) 25，000 800，000 
残金 3，383，000 ニトロセルロース 20，000 500，000 
6/18 接着剤 502 22，000 440，000 小言十 1，300，000 
接着剤 502 48，000 240，000 未払 4，846，000 
コーアイング剤
45，000 900，000 合計 6，146，000 白
接着剤 E 27，000 1，350，000 6/25 清算 -2，000，000 
紙テープ 50，000 200，000 残金 4，146，000 
生ン地グ剤コーアイ 735，000 2，205，000 
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に未払金がある状況である(表4参照)。
このように、大小さまざまな会社は、塗料販売庖から信用取引で塗料を購入していることが
わかる。
5.ハンホム通り同業者間での掛売り
ハンホム通りの庖舗同士は、毎日頻繁に取引を行う。そのため、 14番は、市販のノートで各j苫
舗に1冊ずつ「貸付け帳J(so no・)と呼ばれる掛売り帳を作っている O 他の庖主や従業員が買い
にくると、 14番は日付、品名、数量、金額を記入し、買いに来た人からサインをもらう D 貸付ー け
帳の1ページが埋まると、便宜上、一旦その1ページ分の総額を出す。 清算は、買った側の庖主が
現金を持って、直接相手先へ出向く o 14番も、!苫主が清算するために現金を封筒に入れて持って
いく O しかし、現金ではなく、現物で返ってくる場合はノートに記入しないこともある。大量
注文を受けた7番にポリピ、ニルアセテートの在庫がなかったため、 7番の庖主が向かいの14番に同
品を取りに来たが、 14番の販売員が日付と商品と数量をj苫主の机のj協にかけてあるホワイトボー
ドに書いただけである D 同じ品数が7番から14番に戻ると、 14番はボードの文字を消すD このよ
うに同業庖舗問で、現金とモノの掛売りが行われているのである。
また、 14番は、ベンジンやアセトンといった化学薬品などを小分けする容器を、旧市街内のハ
ンホアイ通りにある食器・容器販売庖に注文する80 14番は、 2009年3月10日、 1個8，500ドンのポ
リ容器を60個510，000ドン配送してもらい、その場で現金清算した。その後、 5個を14番の奥に片
付ー け、残り5イ!日は5番に持っていったD これは、ついでに他庖舗分の少量仕入れを共同で行うこと
を表して・いる。また、ファックスのないj苫の主人は、 14番に手書きの注文票を持ってきて、仕入
れ先に送信してもらつこともある。これは、 14番への他庖舗の依存である O
このようなハンホム通りのj古舗同士の信頼関係や支え合いの構造を、以下の3つの節でより詳
しく論じてみよう D
5-1. 40番との掛売り
取り扱っていない品は余分に買って、)古内に在庫を置いておくこともある。 14番は、得意先H
社に頼まれた棒状のシリコンがj古舗になかったとき、 22番から1本45，000ドンのシリコン10本を持
ってきて、 H社には2本120，000ドン(1本あたり60，000ドン)で販売した。染色仕上げ剤は、前述
のカインキエン同様に、ハドン省の手工業者がハンホム通りで注文を取って納入をする o 14番は
1週間に 1J支ぐらいの頻度で30~40 単位で注文する O それを計量して小分けして販売するが、同
業者も必要であれば販売している九このように、ハンホム通りの塗科販売庖が仕入れ先になる
こともある。
表5によると、 40番は14番から10月に17回も商品を買っている o 14番が便宜上、小計を出して
いるが、 40番はすぐには支払わず、約2か月にl回、まとめて清算している D 主な購入物は、鉄や
光沢剤、布や紙の染色斉IJである各色の粉で、 9月25日から同年1月25日までの合計金額は2，948，000
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表 5 14番から40番への貸付け (2008年)
日付 品名 単価 合計額(d) 日付 品名 単価 合計額(d)
9/25 染色(鉄) 55，000 55，000 1114 光沢剤 I 90，000 450，000 
染色(桃) 22，000 44，000 1115 染色(鉄) 55，000 55，000 
9/26 染色(鉄) 55，000 275，000 光沢斉IJ1 90，000 90，000 
9/27 染色(鉄) 55，000 550，000 1116 光沢剤E 55，000 165，000 
染色(鉄) 55，000 275，000 1117 光沢剤E 55，000 110，000 
9/28 光沢剤 I 90，000 90.000 小計② 2，759，000 
染色(木目) 55，000 55，000 1117 染色(木目) 55，000 165，000 
染色(木目) 55，000 55，000 11/9 光沢剤E 55，000 110，000 
10/1 染色(桃) 220，000 110，000 染色(木目) 55，000 55，000 
10/2 光沢剤 I 90.000 90，000 染色(桃) 220，000 220，000 
光沢剤 I 90，000 90.000 11110 染色(鉄) 55，000 275，000 
染色(桃) 220.000 220，000 11/11 染色(鉄) 55，000 110，000 
10/3 染色(鉄) 55，000 275，000 染色(木目) 55，000 110，000 
10/6 染色(鉄) 55，000 110，000 光沢剤E 55，000 110，000 
10/9 染色(鉄) 55，000 110，000 11113 染色(鉄) 55，000 55，000 
染色(鉄) 55，000 275，000 11115 染色(鉄) 55，000 275，000 
染色(県) 60，000 120，000 光沢剤H 55，000 275，000 
10/10 光沢剤 I 90，000 450，000 11116 染色(木目) 55，000 55，000 
10/11 光沢剤H 55，000 55，000 11118 染色(木目) 55，000 55，000 
染色(鉄) 55，000 110，000 光沢剤 I 90，000 45，000 
10/12 染色(木目) 55，000 110，000 染色(鉄) 85，000 42，000 
10/14 光沢剤H 55，000 55，000 染色(木目) 55，000 28，000 
小計① 3，579，000 11118 染色(鉄) 55，000 55，000 
10/15 染色(黒) 55，000 275，000 染色(木目) 55，000 110，000 
染色(木目) 55，000 55，000 11119 染色(木目) 55，000 110，000 
染色(鉄) 55，000 27，000 11120 光沢斉IJ1 88，000 2，640，000 
10/21 染色(木目) 55，000 275，000 染色(鉄) 55，000 275，000 
10/23 染色(鉄) 55，000 110，000 小計③ 5，170，000 
光沢剤 I 90，000 90，000 11120 染色(黒) 55，000 275，000 
10/24 光沢剤H 55，000 110，000 11121 光沢剤H 55，000 55，000 
光沢剤 I 90，000 180，000 11122 染色(鉄) 55，000 110，000 
10/27 光沢剤 I 90，000 90，000 11124 染色(鉄) 55，000 275，000 
光沢斉IJ1 90，000 180.000 光沢剤H 55，000 275，000 
10/28 染色(桃) 22，000 22，000 光沢剤 I 90，000 450，000 
10/29 光沢剤H 55，000 55，000 11/25 光沢剤E 55，000 110，000 
光沢剤 I 90，000 90.000 小計④ 1，140，000 
10/30 染色(木目) 55，000 110，000 合計①~④ 12，948，000 
染色(鉄) 55，000 110，000 支払 11/25(9/25-11125) 
1113 染色(木目) 55，000 110，000 
-65-
ドンであった。 11月25日に14番から購入した日に全額の支払いを済ませている(表5参照)0 つま
り、 14番は40番にとっていわば f近場の仕入れ先Jr商品を保管する倉庫jとして利用されてい
るo 14番は40番の「倉庫Jとなることを許しているのである O
このように、ハンホム通りの販売j苫同士は、可能な限り早い時期に全清算を済ませようとす
る姿がみられる G その京国を次節で述べてみよう。
5-2.4番との掛売り
顧客がハンホム通りの販売屈に塗料を買いに来て、求められている品がなかったとき、店舗
同士で商品を融通し合う。
表6によると、 4番の6月12日から8月9日までの14番への未払が、 4，925，000ドンある o 14番も4番
からの借受けによる未払が、 3，356，000ドンあるので、その分を差ヲiいて、 1，569，000ドンが4番の未
払金になる。 8月11日に4番が14番に1，569，000ドンを支払って、全清算をする o 8月13日から10月16
表 6 14番から4番への貸付け (2005年)
I3f寸 品名 単価 金額(a) I3f寸 品名 単価 金額(d)
6/12 除湿剤 15，000 45，000 8/25 下地塗料 680 26，000 390，000 
6/15 染色(木居) 55，000 175，000 8/27 染色(黒) 42，000 210，000 
6117 除1盛期 15，000 45，000 染色(木詔) 35，000 175，000 
6118 光沢剤 I 53，000 212，000 8/28 硬菌剤 405 37，000 592，000 
染色(緑) 60，000 240，000 ポリエチレン 58，000 870，000 
6/21 染色(紫) 75，000 376，000 9/24 オイノレワックス 10，500 525，000 
7/12 染色(紫) 75，000 450，000 8113-9/24小計⑦ 4，372，000 
7/20 除j盛期 15，000 75，000 10/2 染色(赤) 60，000 360，000 
6112・7/20小計@ 1，617，000 染色(樫) 60，000 120，000 
7/26 オイノレワックス 10，500 525，000 染色(金) 32，000 96，000 
7/28 除湿剤 75，000 染色(木目) 35，000 175，000 
8/9 シリコン 29，000 145，000 10/5 下地塗料 305 27，000 397，000 
8/9 光沢弗l 37，000 555，000 10/6 グリース 205 36，500 547，000 
光沢煎 105 31，500 472，000 染色(桃) 90，000 90，000 
下地塗料 305 26，500 397，000 10/2・10/6小計@ 1，785，000 
グリース 50 36，500 547，000 10/6 光沢剤 I 53，000 159，000 
硬儲剤 37，000 592，000 染色(桃) 90，000 90，000 
7/26・8/9小計@ 3，308，000 染色(鉄黄) 43，000 129，000 
⑤十⑤の合計 4，925，000 10116 205 1，094，000 
未払 4番 4，925，000 10/6・10/16小計@ 1，472，000 
未払 14番 幽3，356，000 ⑦十⑧十⑤の合計 7，629，000 
米払4番 1，569，000 未払 14番 -2，461，000 
清算4番 8/11 -1，569，000 未払 4番 5，168，000 
o 清算 4番 -3，168，000 
8/13 光沢弗j 37，000 1，110，000 残金 2，000，000 
8/20 木工塗料(赤) 100，000 500，000 清算 2回目 4番 10/19 -2，000，000 
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日までの合計額は、 7，629，000ドンである c 14番の未払2，461，000ドンから差し51いて、 5，168，000ド
ンが4番の未払金になる o 10月16日に、 4番が14番に3，168，000ドンを支払い、残金を2，000，000ドン
にし、 3日後の19日に2，000，000ドンを清算している o 14番と4番は、互いの庖の商品を貿い合って
いるが、 4番の方が14番よりも買っている品物が多い(表6参照)。
つまりこれは、 14番がA、B、C、D、Eの商品、 4番がF、G、Hの商品を持っている場合に、互
いに不足の商品を補い合って、 14番も4番もA、B、C、D、E、F、G、Hの商品を持っているとい
う構造につながっている D また、上の例では、 4番が14番の商171を相対的にやや多く貰っている
が、これが結果的に、 4番が14番の商品を売ってあげているとも言える。こうした通り脂綿問の
「もたれ合いの構造Jr支え合いの構造Jがある。すなわちこれは、これまで論じてきた販売購
入による支払金額の信用取引とは異なり、ハンホム通りの同一業種による商品(モノ)の融通
関係である。それが商庖間の紹介関係として出現することがある口それを次節で見てみよう D
5.3. ]苫舗同士の紹介
大量注文で、在庫だけでは品物を確保できないときや顧客に対応する在庫がないとき、他の服
飾から用意するが、新参や個人客で、取り扱いのない品や在庫切れの品を求められると、他府
を紹介することがある D
ハンホム通りの]~主らは、毎日あちらこちらの j苫に出入りし、 j苫主の机を凶んで茶を飲み、
雑談する D その何気ない行為が、何番の];5に自分の];5で取り扱っていない商品があるか、その
情報を把握することにつながっている。
図2は、これまでに調査者が確認した紹介例を示している。 14番は訪れた客に8番、 1番、 22番
を紹介している。 14番では、ポリピニルアセテート (keosu.a) に関しては、 1kgの袋入り1種類
しか置いていないので、ほかの形を必要とする客に対して、 8番に行くように勧めている O 客が
14番に商品の有無を尋ねてきたのは、 40番が14番を紹介したからである o 12番は、個人客にエポ
キシ系強力接着剤の有無を聞かれ、ある時は24番、またある時は26番を紹介している(図2参
このように、同業者同士による客の融通が行われているのである O
図 2 庖舗同士の紹介
〆ミ次矢¥
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6. むすび
ドイモイ政策以降、雇用が拡大され、ハノイ近郊の省からハンホム通りに出稼ぎ労働者が
来るようになり、村-落で生産した物を自由に売ることができるようになった O 近郊省からハ
ンホム通りを経由して、海外に出稼ぎに出るようにもなった O ハンホム通りに塗料販売庖が
並び、活況を呈しているのは、ベトナムの経済成長で建築ラッシュとなり塗料が売れること、
親の仕事を受け継ぐ次世代がいること、ハンホム通りに行けば必要とする塗料関連商品があ
り、それが多種多様で選択肢があるという位置づけが定着していることにある O ハンホム通
りの塗料庖は、近隣省の手工業者、ホーチミン市の国内会社との取引のほか、海外で製造さ
れた商品も仕入れているが、化学物質や多国籍の商品への拡大だけでなく、近郊の村との取
引も維持して、村-での雇用も生み出している O 仕入れ先と掛売りをしているが、仕入れ先に
対して多額の未払金があり、信用取引がなされていることが明らかである O ハンホム通りは
建築ラッシュの恩恵で個人客も多く、取扱う商品が都市の女性のニーズに合致して、幅広い
年齢層や職業層が集まってくるが、このような個人客以外にも、幅広い業種や大手企業、外
資系企業との取引をして、会社との掛売りをしている O 会社は一回で多額の清算をするが、
全清算はせず、庖には常に貿掛金がある状況である。仕入れ先との関係同様、会社とも信用
取引を行っている O
ハンホム通りの同業者同士も、仕入先や得意先相手同様に掛売りをする D 仕入先や得意先
とは異なり、仕入れを共にしたり、同業の他の席の商品を買ったり紹介したりするモノの融
通であって、ある特定の!苫舗だけが極端に利益を上げるのではなく、互いに利益が生まれる
ようにしている O 顧客をその場で満足させるために、!苫il同士の掛売りがあるが、それは、
ハンホム通りに行けば必要とする塗料関連商品がある、という名声を通り全体で作り上げて
いるともいえる D このようなもたれ合いの関係は、応主同士の情報交換やハピ亭への出入り
といった日頃の付き合いによるものである。
このわず、か55m勺〉個人経営の塗料販売j苫の掛売りと貸付けの状況から、現在のベトナム経済
を下支えしている民衆の経済構造が考察できる O ここに、詳細な資料と叙述により、ベトナ
ムの首都ノ¥ノイのストリート文化を支える都市民衆の商業行為、つまり都市ストリート文化
が、 ドイモイ政策、つまり経済開放の資本性を身につけていく術を生み出し、実践し、民衆
の隅々にまで浸透する媒体となっている O 外国経済を|盟1爵してベトナムの文化としていく O
ドイモイ政策前の米や塩が配給i!l!Jだった時代から見れば、開放の意義はこのような実態とし
て実現しているのである。まさにこれこそがドイモイ、開放を文字通り実体化させているの
である O
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1 Iベトナムのプラスチック産業Jr国際経済参入期のベトナム I(藤El:2004:77 -119) 
21999年以来の継続的調査に加えて、特に2009年2~3月にインテンシブに調査を実施した O
:l有限会社の規定については、「ベトナムの経済セクター別各企業法に|羽する考察Jrベトナム
のドイモイの新展開J(白石・竹内:1999:229-236) に詳しい。
~ 1米ドルキ16，500ベトナムドン (2008年)0 16番でj苫番をする広告作成販売の40イー に女性販売員
の日給が50，000ドンである O 塗*;1・を扱う労働の負荷を考慮すると、個人経営の応として14-番の
販売員の給与は妥当と考えられる O
5 14-番では、これをベンジンで溶解して、「樹脂ワニス」としても販売している O
6 3年ほど前からフエと伺村在住の姪の家でもカインキエンを製造し、 7番に在1すようになっ
たO
7 M2は30，000ドンIlkg、150，000ドン/5kgo SO'n Laは、 20，000ドン/lkgで、ある o 14-番はM2を
110，000ドンIlkgで、販売する O
8ハンホアイ通りは、!日市街内の北側、ドンスアン市場に沿って東西に延びている通りである D
ハンホム通りの各庖は、ポリ容器を同じ!苫から購入する。ペットボトルのl本200ドン (500ml)、
4-00ドン (21)、 2，500ドン (5]) ぐらいが相場である O
9卸売りは4-5，000ドンI1kgで、あるが、小分けしたあとは55，000ドンI1kgで、同業者にわける O さら
に小分けする場合には、ペットボトルを再利用する O 一日中天秤を担いで、廃品を歩いて回収
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し、夕方、ハンホム通りを中心に、得たペットボトルを売り歩く女性らから購入する。ペッ
トボトルの1本200ドン (500mI)、 400ドン (2])、2，500ドン (5]) ぐらいが相場である o
『田中宣一先生古稀記念論集
神・人・自然 一民俗的世界の相貌一』
本書は、長年成城大学文芸学部・大学院文
学研究科に教鞭を執られた問中宣ー先生の古
稀、定年退職に際して、先生の教育-研究の
功績を讃え、先生の学，1&1，、に報いるために編ま
れた。先生自らの寄稿「村の 1~f'J発と職制iの伝
承Jと同僚の先生方をはじめ、大学院旧t:1"ゼ
ミの修了生やO.B.たちが献呈した論文や
研究ノート、制査報告など、 25編のi拡呈文で
構成されている。
25制の献主文はさらに内容から、「信仰と
祭り ・行事J、「先1:1祭配j、「地域社会と民俗
変化j、「民俗TIf考jという 4分野に編成され
ている。まず、 r信仰と祭り・行事j分野に
は7編、「めぐりと巡礼一巡礼をめ ぐる仏教と
「民俗J-J、「おんば(御姥)椋と容衣婆信
仰lについての予備的考察一会沖地方を司;r.例と
して-J 、1' 1制度回総tl:]~若酢命神社1M}窓会風
流とネ1馬、影向伝承J、r-'~.屋久 11fT永 l 日 I~:r ll ' の
信仰生活J、「後数の抱擁キ11- その脆別と症状
-J、「稲建省長汀県における民俗信仰lの復興
そーの復元とI¥IiJ1:1'.をめぐって-J、「相撲文化
の東アジア的視点に基づく基礎的考察ー琉球
と!日i図の ~1f例治、 ら -J、「先制祭 ijì日 j 分野は 4
側、 ril三l↑l行事と寺院の行事一神奈川県内の
施餓鬼行事から-J、「仏の1"1:1臨とそのj討辺一
千主:~W山J'lflïl'íの事例を中心に-J、「葉山信仰
にみる死者11 :誕の諸相一神奈川県域の事例を
中心に-J、「先抑制と死生r(Q-;"I~:I[の死生観
解明に向けてー」、「地域社会と民俗変化J分
野は、「都市周辺漁村における女性の民俗芸
能」、「過疎集落の民俗芸能を継承する一山梨
県Ej3州市j益山の[一之瀬市楠の春!拘」の事例
から-J、「カクレキリ シタン集落の変化と
「キリシタ ンの島・五j誌の形成一芦ノ浦集落
を事例としてー」、 ri政1守中のI苦戦の活動と八
王子消防記念会の結成」、「共有勝椀の全国的
拡がり」、「民俗の変化と社会の変化-1民俗
一生活史年表」の活用-J、「地引網漁 [~J の分
析一二つの地引網漁図絵馬と福島県浜通り沿
海漁村の近代ーj、「農耕図絵馬に見る近代の
息吹一大分県・旧国東町内を事例として-J、
「鋳物工場の展開一川口鋳物工業を例として
-Jの9編、「民俗再考」分野は、 f'l'係集手
IP5Jの活用にむけてーゼロポイント設定のた
めの予備的考察-J、「民俗学が差別の問題に
取り組むためにJ、1開発の民俗学Jに関す
る一考祭一山岳開発と民俗の消滅から-J、
1'1ー近代jへの目差し一新美術傾向の出現と民
俗学-J、flフリの文化論」序説jの5編が
収録され、巻末には!日中宣ー先生の略庭と著
作リストが付されている O
論集の構成は、 f?V~呈論文ーなどの内容による
ものでもあるが、日1中先生の研究活動の特色
を現わしている。 E日中先生は、長年祭り・行
事や民俗信仰l、仁l承文芸、現代社会における
民俗の変化などをテーマとし研究活動を続け
てきた O その研究業績は、 f閃q年三刈4中:コl行司事Zの{研リ叶「究J
(什199幻2、桜!瓜E孔Lげは山t利:1υ|
地J域或千担社j上:会の1解押イ体本とT再l与子刊任生1一J(仕19ω99、!度慶主斐:友社)λ、
f祭りを乞う布判神|ドl 々 ~ (2却0∞0白5、古川弘文館)、 f供
養のこころと願掛けのかたちj(2006、小学
館)などの著書:をはじめ、論文や編著詰:など、
数多くある。このため、編集者は1:13中先生の
業績にふさわしい記念論集のテーマを設定
し、論集の構成を決めたのである。これは、
また本書の!f~H:&，すなわち民俗学の諸問題に
対ーする広い関心、取り上げられている地域・
事例も !幅広いこと、をも導き出したのであ
る。 (祭文高)
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